
    

 

表 C-2．りんご 

作物名 

（品種） 

年度 

作物の収穫場所 

使

用 

回

数 

防かび処理量* 

処理方法 

分析結果(mg/kg)** 

最大値 最小値 

りんご 

（Golden 

Delicious 及び

Empire） 

平成 16 年 

米国カリフォルニ

ア州及びニューヨ

ーク市 

1 

+ 

1 

0.29g ai/L   

Dip 処理 

＋ 

洗浄 

＋ 

0.29g ai/L   

Dip 処理 

無洗浄： 

0.73 

洗浄後： 

0.30 

 

0.39 

 

＜0.02 

米国カリフォルニ

ア州及びニューヨ

ーク市 

1 
0.025g ai/kg 果実 

Spray 処理 
0.51 0.05 

りんご 

（Golden 

Delicious） 

平成 15 年 

米国 

カリフォルニア州 

1 

+ 

1 

0.61g ai/L   

Dip 処理 

＋ 

0.025g ai/kg 果実 

Spray 処理 

2.6 2.3 

*フルジオキソニル原体の含量を示す。 

**特記しない限り、処理当日に無洗浄の全果実を分析した。 

 



    

 

表 C-3．なし 

作物名 

（品種） 

年度 

作物の収穫場所 
使用 

回数 

防かび処理量* 

処理方法 

分析結果(mg/kg)** 

最大値 最小値 

なし 

（Bartlett） 

平成 12 年 

米国 

ニュージャージー

州 

1 
0.48g ai/L   

Drench 処理 
0.76 0.71 

米国 

ニュージャージー

州 

1 
0.48g ai/L   

Dip 処理 
1.2 0.79 

なし 

（Shinko） 

平成 12 年 

米国 

カリフォルニア州 
1 

0.61g ai/L   

Drench 処理 
1.6 1.3 

米国 

カリフォルニア州 
1 

0.0025g ai/kg 果実 

Spray 処理 
2.5 1.4 

米国 

カリフォルニア州 

1 

+ 

1 

0.61g ai/L   

Dip 処理 

＋ 

0.60g ai/L   

Dip 処理 

2.8 2.7 

米国 

カリフォルニア州 
1 

0.61g ai/L   

Dip 処理 
2.7 1.6 

なし 

（Anjou） 

平成 12 年 

米国 

ワシントン州 
1 

0.60g ai/L   

Drench 処理 
1.3 1.1 

米国 

ワシントン州 
1 

0.0029g ai/kg 果実 

Spray 処理 
1.6 1.3 

米国 

ワシントン州 

1 

+ 

1 

0.61g ai/L   

Drench 処理 

＋ 

0.0029g ai/kg 果実 

Spray 処理 

1.6 1.5 

米国 

ワシントン州 
1 

0.61g ai/L   

Dip 処理 
0.68 0.67 

なし 

（D’Anjou） 

平成 12 年 

米国 

アイダホ州 
1 

0.61g ai/L   

Drench 処理 
3.5 2.2 

米国 

アイダホ州 
1 

0.61g ai/L   

Dip 処理 
1.4 0.93 

なし 

（Bosc 及び

Bertlett） 

平成 16 年 

米国カリフォルニ

ア州及びニューヨ

ーク市 

1 

+ 

1 

0.29g ai/L   

Drench 処理 

＋ 

洗浄 

＋ 

0.0012g ai/kg 果実 

Spray 処理 

無洗浄： 

0.97 

洗浄後： 

0.63 

 

0.42 

 

0.09 

米国カリフォルニ

ア州及びニューヨ

ーク市 

1 
0.0025g ai/kg 果実 

Spray 処理 
1.6 0.12 

なし 

（Bartlett） 

平成 15 年 

米国 

カリフォルニア州 

1 

+ 

1 

0.61g ai/L   

Dip 処理 

＋ 

0.0025g ai/kg 果実 

Spray 処理 

1.2 1.1 

*フルジオキソニル原体の含量を示す。 

**特記しない限り、処理当日に無洗浄の全果実を分析した。 



    

 

（D）キウイフルーツ 

以下の結果に基づき、米国におけるフルジオキソニルのキウイフルーツの残留基準は 20ppm に設定された。 

 
表 D 

作物名 

（品種） 

年度 

試験実施場所 

使

用 

回

数 

防かび処理量* 

処理方法 

分析結果(mg/kg)** 

最大値 最小値 

キウイフルーツ 

（Hayward） 

平成 12 年 

米国 

カリフォルニア

州 

1 
0.0025g ai/kg 果実 

Spray 処理 
2.7 0.6 

米国 

カリフォルニア

州 

1 
0.61g ai/L   

Dip 処理 
9.5 7.6 

米国 

カリフォルニア

州 

1 
0.0025g ai/kg 果実 

Spray 処理 
13.9 6.9 

米国 

カリフォルニア

州 

1 
0.61g ai/L   

Dip 処理 
8.0 4.2 

米国 

オレゴン州 
1 

0.61g ai/L   

Dip 処理 
5.4 5.1 

キウイフルーツ 

（Hayward） 

平成 16 年 

米国 

カリフォルニア

州 

1 
0.29g ai/L   

Dip 処理 
4.2 0.67 

米国 

カリフォルニア

州 

1 
0.61g ai/L   

Dip 処理 
7.5 5.5 

米国 

カリフォルニア

州 

1 
0.61g ai/L   

Dip 処理 

処理当日：

7.5 

30 日後： 

8.0 

 

5.5 

 

3.7 

米国 

カリフォルニア

州 

1 
0.29g ai/L   

Dip 処理 

処理当日： 

5.1 

30 日後： 

4.5 

 

2.5 

 

3.5 
*フルジオキソニル原体の含量を示す。 

**特記しない限り、処理当日に無洗浄の全果実を分析した。 

 

 (E)ざくろ 

以下の結果に基づき、米国におけるフルジオキソニルのざくろの残留基準は 5.0ppm に設定された。 

 

表 E 

作物名 

（品種） 

年度 

試験実施場所 
使用 

回数 

防かび処理量* 

処理方法 

分析結果(mg/kg)** 

最大値 最小値 

ざくろ 

（Wonderful） 

平成 15 年 

米国 

カリフォルニア州 
1 

0.61g ai/L   

Dip 処理 
0.80 0.50 

ざくろ 

（Wonderful） 

平成 14 年 

米国 

カリフォルニア州 
1 

0.61g ai/L   

Dip 処理 
1.13 0.71 

*フルジオキソニル原体の含量を示す。 

**特記しない限り、処理当日に無洗浄の全果実を分析した。 



農薬名 フルジオキソニル （別紙２）

参考基準値
基準値 基準値 登録 国際 外国 作物残留試験成績等

食品名 案 現行 有無 基準 基準値
ppm ppm ppm ppm ppm

米（玄米をいう。） 0.05 0.05 ○ 0.05 <0.005,<0.005

小麦 0.05 0.05 0.05
大麦 0.05 0.05 0.05
ライ麦 0.05 0.05 0.05
とうもろこし 0.01 0.01 0.01
そば 0.05 0.05 0.05
その他の穀類 0.05 0.05 0.05

大豆 0.07 0.07 ○ 0.07 <0.01,<0.01

小豆類 0.2 0.2 ○ 0.07 0.014,0.009(インゲン)

えんどう 0.3 0.3 0.3
そら豆 0.07 0.07 0.07
らっかせい 0.3 0.3 0.3
その他の豆類 0.07 0.07 0.07

ばれいしょ 0.02 0.02 0.02 0.02 ｱﾒﾘｶ 【<0.01(n=11)(米国)】

さといも類（やつがしらを含む。） 0.02 0.02 0.02 ｱﾒﾘｶ 【米国ばれいしょ参照】

その他のいも類 0.02 0.02 0.02 ｱﾒﾘｶ 【米国ばれいしょ参照】

だいこん類（ラディッシュを含む。）の根 0.5 0.5 0.75 ｱﾒﾘｶ 【<0.01-0.13(n=6)(米国)】

だいこん類（ラディッシュを含む。）の葉 20 20 30 ｱﾒﾘｶ 【0.47-11.3(n=6)(米国)】

かぶ類の根 0.5 0.5 0.75 ｱﾒﾘｶ 【米国だいこん類（根）参照】

かぶ類の葉 20 20 30 ｱﾒﾘｶ 【米国だいこん類（葉）参照】

西洋わさび 0.5 0.5 0.75 ｱﾒﾘｶ 【米国だいこん類（根）参照】
クレソン 10 10 10

はくさい 2 2.0 2.0 ｱﾒﾘｶ
【米国キャベツ、

ブロッコリー参照】

キャベツ 2 2 ○ 2 2.0 ｱﾒﾘｶ
0.257(#),0.304(#)

【0.03-1.20(#)(n=14)(米国)】

芽キャベツ 2 2.0 2.0 ｱﾒﾘｶ
【米国キャベツ、

米国ブロッコリー参照】

ケール 10 10 10 ｱﾒﾘｶ
【米国マスタードグリーン

参照】

こまつな 10 10 10 ｱﾒﾘｶ
【米国マスタードグリーン

参照】

きょうな 10 10 10 ｱﾒﾘｶ
【米国マスタードグリーン

参照】

チンゲンサイ 10 10 10 ｱﾒﾘｶ
【米国マスタードグリーン

参照】

カリフラワー 2 2.0 2.0 ｱﾒﾘｶ
【米国キャベツ、

米国ブロッコリー参照】

ブロッコリー 2 2.0 0.7 2.0 ｱﾒﾘｶ 【0.10-0.53(n=8)(米国)】

その他のあぶらな科野菜 10 10 10 10 ｱﾒﾘｶ

【0.06-7.74(n=14)
(マスタードグリーン)

(米国)】

ごぼう 0.5 0.5 0.75 ｱﾒﾘｶ 【米国だいこん類（根）参照】

サルシフィー 0.5 0.5 0.75 ｱﾒﾘｶ 【米国だいこん類（根）参照】

チコリ 20 20 30 ｱﾒﾘｶ 【米国だいこん類（葉）参照】

エンダイブ 30 30 30 ｱﾒﾘｶ 【米国レタス参照】

しゅんぎく 30 30 30 ｱﾒﾘｶ 【米国レタス参照】

レタス（サラダ菜及びちしゃを含む。） 30 30 10 30 ｱﾒﾘｶ

【0.42-4.63(n=8)(結球部＋外葉
部)(米国)】

【0.06-1.62(n=8)(結球)(米国)】
【<0.02-23.44(n=6)(非結球)(米

国)】

その他のきく科野菜 2 2 ○ 30 ｱﾒﾘｶ 0.72,0.78(ふき)

たまねぎ 0.5 0.5 ○ 0.5

0.005(#),0.014(#)
【0.17(#)-8.0(#)(n=3)(葉部)(米

国)】
【<0.01-0.04(#)(n=9)(結球)(米

ねぎ（リーキを含む。） 7 7.0 5 7.0 ｱﾒﾘｶ 【米国たまねぎ（葉部）参照】

にんにく 0.2 0.2 0.20 ｱﾒﾘｶ 【米国たまねぎ（結球）参照】

にら 10 10 ○ 10 0.63,0.70

わけぎ 0.2 0.2 0.20 ｱﾒﾘｶ 【米国たまねぎ（結球）参照】

その他のゆり科野菜 10 10 10 10 ｱﾒﾘｶ



農薬名 フルジオキソニル （別紙２）

参考基準値
基準値 基準値 登録 国際 外国 作物残留試験成績等

食品名 案 現行 有無 基準 基準値
ppm ppm ppm ppm ppm

にんじん 5 0.7 申 0.7 0.62,1.68($)

パースニップ 0.5 0.5 0.75 ｱﾒﾘｶ 【米国だいこん類（根）参照】

パセリ 10 10 30 ｱﾒﾘｶ 【1.62-3.87(n=4)(米国)】

その他のせり科野菜 20 20 30 ｱﾒﾘｶ 【米国だいこん類（葉）参照】

トマト 2 2 ○ 0.5 0.50 ｱﾒﾘｶ
0.136,0.690

【0.0317-0.229(n=18)(米国)】

ピーマン 5 1 申 1 0.64,1.98($)

なす 1 1 ○ 0.3 0.404,0.468

その他のなす科野菜 0.5 0.5 0.50 ｱﾒﾘｶ 【米国トマト参照】

きゅうり（ガーキンを含む。） 2 2 ○ 0.3

0.416,0.678/
0.451(#),0.701(#)

【<0.01-0.13(n=7)(米国)】
かぼちゃ（スカッシュを含む。） 0.3 0.3 0.3 【0.03-0.08(n=5)(米国)】

しろうり 0.5 0.45 0.45 ｱﾒﾘｶ 【米国きゅうり参照】

すいか 0.2 申 0.03,0.04

その他のうり科野菜 0.5 0.45 0.45 ｱﾒﾘｶ
【0.02-0.52(n=6)（ｶﾝﾀﾛｰﾌﾟ）(米

国)】

ほうれんそう 0.02 0.02 ○ <0.005,<0.005

しょうが 0.02 0.02 0.02 ｱﾒﾘｶ 【米国ばれいしょ参照】

未成熟えんどう 5 5 ○ 0.3 0.71,2.21

未成熟いんげん 5 5 ○ 0.3 1.60,0.734

えだまめ 5 5 ○ 1.7,2.8

その他の野菜 10 10 ○ 10

みかん 0.1 0.1 ○ 7 0.022,0.023

なつみかんの果実全体 10 10 ○ 7 10 ｱﾒﾘｶ
収穫後使用に係る作物残留試

験に基づき設定

レモン 10 10 ○ 7 10 ｱﾒﾘｶ
収穫後使用に係る作物残留試

験に基づき設定

オレンジ（ネーブルオレンジを含む。） 10 10 ○ 7 10 ｱﾒﾘｶ
収穫後使用に係る作物残留試

験に基づき設定

グレープフルーツ 10 10 ○ 7 10 ｱﾒﾘｶ
収穫後使用に係る作物残留試

験に基づき設定

ライム 10 10 ○ 7 10 ｱﾒﾘｶ
収穫後使用に係る作物残留試

験に基づき設定

その他のかんきつ類果実 10 10 ○ 7 10 ｱﾒﾘｶ
収穫後使用に係る作物残留試

験に基づき設定

りんご※1 5.0 5.0 5 5.0 ｱﾒﾘｶ
収穫後使用に係る作物残留試

験に基づき設定

西洋なし※1 5.0 5.0 5 5.0 ｱﾒﾘｶ
収穫後使用に係る作物残留試

験に基づき設定

マルメロ※1 5.0 5.0 5 5.0 ｱﾒﾘｶ
収穫後使用に係る作物残留試

験に基づき設定

びわ※1 5.0 5.0 5 5.0 ｱﾒﾘｶ
収穫後使用に係る作物残留試

験に基づき設定

もも※2 5.0 5.0 5 5.0 ｱﾒﾘｶ
収穫後使用に係る作物残留試

験に基づき設定

ネクタリン※2 5.0 5.0 5 5.0 ｱﾒﾘｶ
収穫後使用に係る作物残留試

験に基づき設定

あんず（アプリコットを含む。）※2 5.0 5.0 5 5.0 ｱﾒﾘｶ
収穫後使用に係る作物残留試

験に基づき設定

すもも（プルーンを含む。）※2 5.0 5.0 5 5.0 ｱﾒﾘｶ
収穫後使用に係る作物残留試

験に基づき設定

うめ 0.5 0.5 ○ 5 0.032,0.142

おうとう（チェリーを含む。）※2 5.0 5.0 5 5.0 ｱﾒﾘｶ
収穫後使用に係る作物残留試

験に基づき設定

いちご 5 5 ○ 3
1.04,1.47/1.94,1.05

【0.14-1.25(n=16)(米国)】

ラズベリー 5 5 5 5.0 ｱﾒﾘｶ 【0.81(#)-4.71(#)(n=5)(米国)】



農薬名 フルジオキソニル （別紙２）

参考基準値
基準値 基準値 登録 国際 外国 作物残留試験成績等

食品名 案 現行 有無 基準 基準値
ppm ppm ppm ppm ppm

ブラックベリー 5 5 5 【米国ラズベリー参照】

ブルーベリー 2 2 2 【<0.05(#)-1.70(n=8)(米国)】

ハックルベリー 2 2.0 2.0 ｱﾒﾘｶ 【米国ブルーベリー参照】

その他のベリー類果実 5 5.0 5 5.0 ｱﾒﾘｶ 【米国ラズベリー参照】

ぶどう 5 5 ○ 2 1.64,1.25(#)

キウィー※1 20 20 15 20 ｱﾒﾘｶ
収穫後使用に係る作物残留試

験に基づき設定

その他の果実※3 5.0 5.0 5.0 ｱﾒﾘｶ
収穫後使用に係る作物残留試

験に基づき設定

ひまわりの種子 0.01 0.01
綿実 0.05 0.05 0.05 0.05 ｱﾒﾘｶ 【<0.05(#)(n=6)(米国)】

なたね 0.02 0.02 0.02
その他のオイルシード 0.05 0.05 0.05 ｱﾒﾘｶ 【米国綿実参照】

その他のナッツ類 0.2 0.2 0.2

その他のスパイス 10 10 10
3.77,3.84(#)/4.32,3.78(#)

（みかん果皮）

その他のハーブ 50 50 50

牛の筋肉 0.01 0.01 0.01
豚の筋肉 0.01 0.01 0.01
その他の陸棲哺乳類に属する動物の筋肉 0.01 0.01 0.01

牛の脂肪 0.05 0.05 0.05
豚の脂肪 0.05 0.05 0.05
その他の陸棲哺乳類に属する動物の脂肪 0.05 0.05 0.05

牛の肝臓 0.05 0.05 0.05
豚の肝臓 0.05 0.05 0.05
その他の陸棲哺乳類に属する動物の肝臓 0.05 0.05 0.05

牛の腎臓 0.05 0.05 0.05
豚の腎臓 0.05 0.05 0.05
その他の陸棲哺乳類に属する動物の腎臓 0.05 0.05 0.05

牛の食用部分 0.05 0.05 0.05
豚の食用部分 0.05 0.05 0.05
その他の陸棲哺乳類に属する動物の食用部分 0.05 0.05 0.05

乳 0.01 0.01 0.01

鶏の筋肉 0.01 0.01 0.01
その他の家きんの筋肉 0.01 0.01 0.01

鶏の脂肪 0.05 0.05 0.05
その他の家きんの脂肪 0.05 0.05 0.05

鶏の肝臓 0.05 0.05 0.05
その他の家きんの肝臓 0.05 0.05 0.05

鶏の腎臓 0.05 0.05 0.05
その他の家きんの腎臓 0.05 0.05 0.05

鶏の食用部分 0.05 0.05 0.05
その他の家きんの食用部分 0.05 0.05 0.05

鶏の卵 0.05 0.05 0.05
その他の家きんの卵 0.05 0.05 0.05

にら（乾燥させたもの） 50 50 50
バジル（乾燥させたもの） 50 50 50

($)これらの作物残留試験は、試験成績のばらつきを考慮し、この印をつけた残留値を基準値策定の根拠とした。
(#)これらの作物残留試験は、申請の範囲内で試験が行われていない。
※1 りんご、西洋なし、マルメロ、びわ、キウィーの基準値については、果実全体に適用するものとする。
※2 もも、ネクタリン、あんず、すもも、おうとうの基準値については、種子を除いた果実全体に適用するものとする。

本基準（暫定基準以外の基準）を見直す基準値案については、太枠線で囲んで示した。
※3 その他の果実については、ざくろの果実に限るものとする。



（別紙３）

食品名
基準値案
(ppm)

国民平均
TMDI

幼小児
(1～6歳)
TMDI

妊婦
TMDI

高齢者
(65歳以上）
TMDI

米（玄米をいう。） 0.05 9.3 4.9 7.0 9.4

小麦 0.05 5.8 4.1 6.2 4.2
大麦 0.05 0.3 0.0 0.0 0.2
ライ麦 0.05 0.0 0.0 0.0 0.0
とうもろこし 0.01 0.0 0.0 0.0 0.0
そば 0.05 0.2 0.0 0.1 0.2
その他の穀類 0.05 0.0 0.0 0.0 0.0

大豆 0.07 3.9 2.4 3.2 4.1
小豆類 0.2 0.3 0.1 0.0 0.5
えんどう 0.3 0.1 0.0 0.1 0.1
そら豆 0.07 0.0 0.0 0.0 0.0
らっかせい 0.3 0.2 0.1 0.1 0.2
その他の豆類 0.07 0.0 0.0 0.0 0.0

ばれいしょ 0.02 0.7 0.4 0.8 0.5
さといも類（やつがしらを含む。） 0.02 0.2 0.1 0.2 0.3
その他のいも類 0.02 0.0 0.0 0.0 0.0

だいこん類（ラディッシュを含む。）の根 0.5 22.5 9.4 14.4 29.3
だいこん類（ラディッシュを含む。）の葉 20 44.0 10.0 18.0 68.0
かぶ類の根 0.5 1.3 0.4 0.4 2.1
かぶ類の葉 20 10.0 2.0 6.0 22.0
西洋わさび 0.5 0.1 0.1 0.1 0.1
クレソン 10 1.0 1.0 1.0 1.0
はくさい 2 58.8 20.6 43.8 63.4
キャベツ 2 45.6 19.6 45.8 39.8
芽キャベツ 2 0.2 0.2 0.2 0.2
ケール 10 1.0 1.0 1.0 1.0
こまつな 10 43.0 20.0 16.0 59.0
きょうな 10 3.0 1.0 1.0 3.0
チンゲンサイ 10 14.0 3.0 10.0 19.0
カリフラワー 2 0.8 0.2 0.2 0.8
ブロッコリー 2 9.0 5.6 9.4 8.2
その他のあぶらな科野菜 10 21.0 3.0 2.0 31.0

ごぼう 0.5 2.3 0.8 1.2 2.6
サルシフィー 0.5 0.1 0.1 0.1 0.1
チコリ 20 2.0 2.0 2.0 2.0
エンダイブ 30 3.0 3.0 3.0 3.0
しゅんぎく 30 75.0 18.0 57.0 111.0
レタス（サラダ菜及びちしゃを含む。） 30 183.0 75.0 192.0 126.0
その他のきく科野菜 2 0.8 0.2 1.0 1.4

たまねぎ 0.5 15.2 9.3 16.6 11.3
ねぎ（リーキを含む。） 7 79.1 31.5 57.4 94.5
にんにく 0.2 0.1 0.0 0.0 0.1
にら 10 16.0 7.0 7.0 16.0
わけぎ 0.2 0.0 0.0 0.0 0.1
その他のゆり科野菜 10 9.0 1.0 1.0 18.0

にんじん 5 123.0 81.5 125.5 111.5
パースニップ 0.5 0.1 0.1 0.1 0.1
パセリ 10 1.0 1.0 1.0 1.0
その他のせり科野菜 20 2.0 2.0 2.0 6.0

トマト 2 48.6 33.8 49.0 37.8
ピーマン 5 22.0 10.0 9.5 18.5
なす 1 4.0 0.9 3.3 5.7
その他のなす科野菜 0.5 0.1 0.1 0.1 0.2

フルジオキソニル推定摂取量 （単位：μg／人／day)



食品名
基準値案
(ppm)

国民平均
TMDI

幼小児
(1～6歳)
TMDI

妊婦
TMDI

高齢者
(65歳以上）
TMDI

きゅうり（ガーキンを含む。） 2 32.6 16.4 20.2 33.2
かぼちゃ（スカッシュを含む。） 0.3 2.8 1.7 2.1 3.5
しろうり 0.5 0.2 0.1 0.1 0.4
すいか 0.2 0.0 0.0 0.0 0.0
その他のうり科野菜 0.5 0.3 0.1 1.2 0.4

ほうれんそう 0.02 0.4 0.2 0.3 0.4
しょうが 0.02 0.0 0.0 0.0 0.0
未成熟えんどう 5 3.0 1.0 3.5 3.0
未成熟いんげん 5 9.5 6.0 9.0 9.0
えだまめ 5 0.5 0.5 0.5 0.5

その他の野菜 10 126.0 97.0 96.0 122.0

みかん 0.1 4.2 3.5 4.6 4.3
なつみかんの果実全体 10 1.0 1.0 1.0 1.0
レモン 10 3.0 2.0 3.0 3.0
オレンジ（ネーブルオレンジを含む。） 10 4.0 6.0 8.0 2.0
グレープフルーツ 10 12.0 4.0 21.0 8.0
ライム 10 1.0 1.0 1.0 1.0
その他のかんきつ類果実 10 4.0 1.0 1.0 6.0

りんご 5.0 176.5 181.0 150.0 178.0
西洋なし 5.0 0.50 0.50 0.50 0.50
マルメロ 5.0 0.5 0.5 0.5 0.5
びわ 5.0 0.5 0.5 0.5 0.5

もも 5.0 2.5 3.5 20.0 0.5
ネクタリン 5.0 0.5 0.5 0.5 0.5
あんず（アプリコットを含む。） 5.0 0.5 0.5 0.5 0.5
すもも（プルーンを含む。） 5.0 1.0 0.5 7.0 1.0
うめ 0.5 0.6 0.2 0.7 0.8
おうとう（チェリーを含む。） 5.0 0.5 0.5 0.5 0.5

いちご 5 1.5 2.0 0.5 0.5
ラズベリー 5 0.5 0.5 0.5 0.5
ブラックベリー 5 0.5 0.5 0.5 0.5
ブルーベリー 2 0.2 0.2 0.2 0.2
ハックルベリー 2 0.2 0.2 0.2 0.2
その他のベリー類果実 5 0.5 0.5 0.5 0.5

ぶどう 5 29.0 22.0 8.0 19.0

キウィー 20 36.0 26.0 22.0 40.0

その他の果実 5.0 19.5 29.5 7.0 8.5

ひまわりの種子 0.01 0.0 0.0 0.0 0.0
綿実 0.05 0.0 0.0 0.0 0.0
なたね 0.02 0.2 0.1 0.2 0.1
その他のオイルシード 0.05 0.0 0.0 0.0 0.0

その他のナッツ類 0.2 0.0 0.0 0.0 0.0

その他のスパイス 10 1.0 1.0 1.0 1.0
その他のハーブ 50 5.0 5.0 5.0 5.0

陸棲哺乳類の肉類 0.05 2.9 1.6 3.0 2.9
陸棲哺乳類の乳類 0.01 1.4 2.0 1.8 1.4
家禽の肉類 0.05 1.0 0.9 0.8 1.0
家禽の卵類 0.05 2.0 1.5 2.0 2.0

計 1371.9 809.5 1121.8 1398.7
ADI比（％） 7.8 15.5 6.1 7.8

TMDI：理論最大1日摂取量（Theoretical Maximum Daily Intake)

高齢者については畜産物の摂取量データがないため、妊婦については家きんの卵類の摂取量データがな
いため、国民平均の摂取量を参考とした。
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